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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】令和3年8月12日(2021.8.12)

【公表番号】特表2019-517987(P2019-517987A)
【公表日】令和1年6月27日(2019.6.27)
【年通号数】公開・登録公報2019-025
【出願番号】特願2018-565799(P2018-565799)
【国際特許分類】
   Ｃ０３Ｃ  10/02     (2006.01)
   Ｃ０３Ｃ   3/095    (2006.01)
   Ｃ０３Ｃ   3/19     (2006.01)
   Ｃ０３Ｃ  21/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０３Ｃ   10/02     　　　　
   Ｃ０３Ｃ    3/095    　　　　
   Ｃ０３Ｃ    3/19     　　　　
   Ｃ０３Ｃ   21/00     １０１　

【誤訳訂正書】
【提出日】令和3年6月9日(2021.6.9)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ガラスセラミックにおいて、
　ケイ酸塩ガラス相と、
　ナノ粒子を含む、約０．１モル％から約１０モル％の結晶質ＭｘＷＯ３相であって、式
中、Ｍは、Ｈ、Ｌｉ、Ｎａ、Ｋ、Ｒｂ、Ｃｓ、Ｃａ、Ｓｒ、Ｂａ、Ｚｎ、Ｃｕ、Ａｇ、Ｓ
ｎ、Ｃｄ、Ｉｎ、Ｔｌ、Ｐｂ、Ｂｉ、Ｔｈ、Ｌａ、Ｐｒ、Ｎｄ、Ｓｍ、Ｅｕ、Ｇｄ、Ｄｙ
、Ｈｏ、Ｅｒ、Ｔｍ、Ｙｂ、Ｌｕ、およびＵの少なくとも１つであり、０＜ｘ＜１である
、結晶質ＭｘＷＯ３相と、
を含むガラスセラミック。
【請求項２】
　（ｉ）前記ガラスセラミックが、約４００ｎｍから約７００ｎｍの範囲の波長を有する
光について、光の少なくとも１つの５０ｎｍ幅の波長域に亘り少なくとも１％／ｍｍの透
過率を有する、または
　（ｉｉ）前記ガラスセラミックが、約３７０ｎｍ以下の波長を有する光について、１％
／ｍｍ未満の透過率を有する、
請求項１記載のガラスセラミック。
【請求項３】
　前記ガラスセラミックが、約７００ｎｍから約２５００ｎｍの範囲の波長を有する光に
ついて、光の少なくとも１つの５０ｎｍ幅の波長域に亘り５％／ｍｍ未満の透過率を有す
る、請求項１記載のガラスセラミック。
【請求項４】
　前記ガラスセラミックが約２００℃から約３００℃の範囲の温度で加熱されたときに、
約５００ｎｍと約２５００ｎｍとの間の該ガラスセラミックの透過率が、１０％／ｍｍ未
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満しか変化しない、請求項３記載のガラスセラミック。
【請求項５】
　前記ガラスセラミックが、
　（ｉ）イオン交換可能である、または
　（ｉｉ）イオン交換可能されており、該ガラスセラミックの表面から該ガラスセラミッ
ク内の少なくとも約１０μｍの深さまで延在する圧縮層を有し、該圧縮層が、前記表面で
少なくとも約１００ＭＰａかつ約１５００ＭＰａ未満の圧縮応力を有する、
請求項１記載のガラスセラミック。
【請求項６】
　前記ガラスセラミックが、
　（ｉ）熱処理によって色褪せることができる、および／または
　（ｉｉ）０℃から約３００℃に及ぶ温度で約７５×１０－７／℃以下の熱膨張係数を有
する、
請求項１記載のガラスセラミック。
【請求項７】
　前記ケイ酸塩ガラス相がホウケイ酸ガラス相である、請求項１記載のガラスセラミック
。
【請求項８】
　（ｉ）前記ガラスセラミックが、約０．１モル％から約５モル％の結晶質ＭｘＷＯ３相
を含む、または
　（ｉｉ）Ｍが少なくとも１種類のアルカリ金属である、または
　（ｉｉｉ）前記ガラスセラミックが、約５６モル％から約７８モル％のＳｉＯ２；約８
モル％から約２７モル％のＢ２Ｏ３；約０．５モル％から約１４モル％のＡｌ２Ｏ３；０
モル％超から約１０モル％の、Ｎａ２Ｏ、Ｋ２Ｏ、Ｃｓ２Ｏ、およびＲｂ２Ｏの少なくと
も１つ；約１モル％から約１０モル％のＷＯ３；および０モル％から約０．５のＳｎＯ２

を含む、
請求項１記載のガラスセラミック。
【請求項９】
　Ｍが少なくとも１種類のアルカリ金属であり、
　（ｉ）ＭがＣｓであり、前記ガラスセラミックが、０モル％超から約１０モル％のＣｓ

２Ｏを含む、または
　（ｉｉ）－１０モル％≦Ｒ２Ｏ（モル％）－Ａｌ２Ｏ３（モル％）≦０．１モル％であ
り、式中、Ｒ２Ｏは、Ｎａ２Ｏ、Ｋ２Ｏ、Ｃｓ２Ｏ、およびＲｂ２Ｏの少なくとも１つで
ある、または
　（ｉｉｉ）０＜Ｒ２Ｏ（モル％）／ＷＯ３（モル％）≦２．６１であり、式中、Ｒ２Ｏ
は、Ｎａ２Ｏ、Ｋ２Ｏ、Ｃｓ２Ｏ、およびＲｂ２Ｏの少なくとも１つである、または
　（ｉｖ）０．６６≦Ａｌ２Ｏ３（モル％）／ＷＯ３（モル％）≦６である、または
　（ｖ）１≦（Ｒ２Ｏ（モル％）＋Ａｌ２Ｏ３（モル％））／ＷＯ３（モル％）≦６であ
り、式中、Ｒ２Ｏは、Ｎａ２Ｏ、Ｋ２Ｏ、Ｃｓ２Ｏ、およびＲｂ２Ｏの少なくとも１つで
ある、または
　（ｖｉ）前記ガラスセラミックが、約０．５モル％までのＭｇＯ；約２モル％までのＰ

２Ｏ５の内の少なくとも１つをさらに含む、
請求項１記載のガラスセラミック。
【請求項１０】
　前記ガラスセラミックが、約８０モル％から約９７モル％のＳｉＯ２；０モル％から約
５モル％のＡｌ２Ｏ３；０モル％超から約２モル％のＣｓ２Ｏ；および約０．２モル％か
ら約２モル％のＷＯ３を含む、請求項１記載のガラスセラミック。
【請求項１１】
　前記結晶質ＭｘＷＯ３相が、複数の小板形状ＭｘＷＯ３ナノ粒子および複数のＭｘＷＯ

３ナノロッドの少なくとも一方を含み、
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　（ｉ）前記複数の小板形状ＭｘＷＯ３ナノ粒子が、約１０ｎｍから５μｍの範囲の平均
直径を有する、および／または
　（ｉｉ）前記複数のＭｘＷＯ３ナノロッドが、約１０ｎｍから約１０００ｎｍの範囲の
平均長さ、および約２ｎｍから約７５ｎｍの範囲に及ぶ平均幅を有する、
請求項１または１０記載のガラスセラミック。
【請求項１２】
　前記ガラスセラミックが、熱シールド、光ファイバ、建築構成要素、自動車部品、また
は電子ディスプレイの筐体の少なくとも一部である、請求項１から１１いずれか１項記載
のガラスセラミック。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１００
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１００】
　実施形態１７
　０．６６≦Ａｌ２Ｏ３（モル％）／ＷＯ３（モル％）≦６である、実施形態１２に記載
のガラスセラミック。
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